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委
員
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提
出
法
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案
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表

㈠

委
員
会
提
出
の
法
律
案

国
会
回
次

提

出

委

員

会

提

出

年
月
日

法

律

案

法
律
施
行
に

要
す
る
経
費

法
第
五
七
条
の
三

に
よ
り
内
閣
の
意

見
を
述
べ
た
者

参
議
院
議
決

（
年
月
日
）

衆
議
院
議
決

（
年
月
日
）

回 二 十 二 第

地
方
行
政

委

員

会
昭
和三〇、

三、三〇
町
村
合
併
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案（
参
第
一
号
）

︱

︱

可

決

（
三〇、
三、三一）

可

決

（
三〇、
三、三一）

同

地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長

の
選
挙
期
日
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
参

第
二
号
）

︱

︱

同

同

三〇、
七、二一
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
二
四
号
）

約
一
千
万
円

政
府
委
員

（
自
治
政
務
次
官
）

永
田
亮
一
君

可

決

（
三〇、
七、二二）

未

了

農
林
水
産

委

員

会

三〇、
六、
二
競
馬
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
参
第
八
号
）

︱

︱

可

決

（
三〇、
六、
三）

可

決

（
三〇、
六、
九）

三〇、
六、三〇
狩
猟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
参
第
一
五
号
）

︱

︱

可

決

（
三〇、
六、三〇）

未

了

回三十二第

地
方
行
政

委

員

会

三〇、一二、
八
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
一
号
）

約
一
千
万
円

政
府
委
員

（
自
治
政
務
次
官
）

早
川

崇
君

可

決

（
三〇、一二、一四）

（
可

決

第
二
十
四

回
国
会

三一、
三、一四）

継
続
審
査

（
修
正
議
決

第
二
十
四

回
国
会

三一、
三、
一）

二
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六
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提
出
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律
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国
会
回
次

提

出

委

員

会

提

出

年
月
日

法

律

案

法
律
施
行
に

要
す
る
経
費

法
第
五
七
条
の
三

に
よ
り
内
閣
の
意

見
を
述
べ
た
者

参
議
院
議
決

（
年
月
日
）

衆
議
院
議
決

（
年
月
日
）

回 四 十 二 第

文

教

委

員

会

三一、
四、二〇
夜
間
課
程
を
置
く
高
等
学
校
に
お
け
る

学
校
給
食
に
関
す
る
法
律
案（
参
第
七

号
）

約
二
千
五
百

万
円

文
部
大
臣

清
瀬
一
郎
君

可

決

（
三一、
四、二三）

可

決

（
三一、
六、
二）

同

公
立
養
護
学
校
整
備
特
別
措
置
法
案

（
参
第
八
号
）

三
千
百
万
円

以
上

同

同

同

同

盲
学
校
、
ろ
う

0

0

学
校
及
び
養
護
学
校
へ

の
就
学
奨
励
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案（
参
第
九
号
）

約
八
百
万
円

同

同

同

議
院
運
営

委

員

会

三一、
五、二五
国
会
議
員
の
歳
費
、
旅
費
及
び
手
当
等

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案（
参
第
一
〇
号
）

︱

︱

可

決

（
三一、
五、二八）

可

決

（
三一、
五、二九）

回 六 十 二 第

地
方
行
政

委

員

会

三二、
五、
七
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
六
号
）

︱

︱

可

決

（
三二、
五、
八）

未

了

文

教

委

員

会

三二、
五、一三
盲
学
校
、
聾ろ
う

学
校
及
び
養
護
学
校
の
幼

稚
部
及
び
高
等
部
に
お
け
る
学
校
給
食

に
関
す
る
法
律
案（
参
第
九
号
）

約
二
百
万
円

文
部
大
臣
灘
尾
弘
吉
君

可

決

（
三二、
五、一三）

可

決

（
三二、
五、一六）

三二、
五、一四
公
立
学
校
の
学
校
医
の
公
務
災
害
補
償

に
関
す
る
法
律
案（
参
第
一
三
号
）

五
十
万
円
以

上

同

可

決

（
三二、
五、一五）

同

回四十三第

社
会
労
働

委

員

会

三五、
五、
九
引
揚
者
給
付
金
等
支
給
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案（
参
第
三
号
）

︱

︱

可

決

（
三五、
五、一一）

可

決

（
三五、
五、一三）

回九十三第

文

教

委

員

会

三六、一〇、一七
女
子
教
育
職
員
の
産
前
産
後
の
休
暇
中

に
お
け
る
学
校
教
育
の
正
常
な
実
施
の

確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案（
参
第
一
二
号
）

︱

︱

可

決

（
三六、一〇、一八）

可

決

（
三六、一〇、三一）

回 十 四 第

社
会
労
働

委

員

会

三七、
五、
四
栄
養
士
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
一
七
号
）

約
一
千
万
円

厚
生
大
臣
灘
尾
弘
吉
君

可

決

（
三七、
五、
六）

（
可

決

第
四
十
一

回
国
会

三七、
九、
二）

継
続
審
査

（
可

決

第
四
十
一

回
国
会

三七、
八、二四）

回一十四第

内

閣

委

員

会

三七、
八、三〇
防
衛
庁
設
置
法
及
び
防
衛
庁
設
置
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案（
参
第
九
号
）

︱

︱

可

決

（
三七、
八、三一）

未

了

回六十四第

文

教

委

員

会

三九、
四、二三
女
子
教
育
職
員
の
出
産
に
際
し
て
の
補

助
教
育
職
員
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
参
第
一
六

号
）

︱

︱

可

決

（
三九、
四、二四）

可

決

（
三九、
六、二五）

回 八 十 四 第

社
会
労
働

委

員

会

四〇、
五、一一
優
生
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
一
七
号
）

︱

︱

可

決

（
四〇、
五、一二）

可

決

（
四〇、
五、三一）

四〇、
五、二五
医
療
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
参
第
一
九
号
）

︱

︱

可

決

（
四〇、
六、
一）

可

決

（
四〇、
六、
一）

商

工

委

員

会

四〇、
五、一八
日
本
貿
易
振
興
会
法
及
び
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
参
第
一
八
号
）

︱

︱

可

決

（
四〇、
五、二四）

可

決

（
四〇、
五、三一）





二
九
八



国
会
回
次

提

出

委

員

会

提

出

年
月
日

法

律

案

法
律
施
行
に

要
す
る
経
費

法
第
五
七
条
の
三

に
よ
り
内
閣
の
意

見
を
述
べ
た
者

参
議
院
議
決

（
年
月
日
）

衆
議
院
議
決

（
年
月
日
）

回 四 十 二 第

文

教

委

員

会

三一、
四、二〇
夜
間
課
程
を
置
く
高
等
学
校
に
お
け
る

学
校
給
食
に
関
す
る
法
律
案（
参
第
七

号
）

約
二
千
五
百

万
円

文
部
大
臣
清
瀬
一
郎
君

可

決

（
三一、
四、二三）

可

決

（
三一、
六、
二）

同

公
立
養
護
学
校
整
備
特
別
措
置
法
案

（
参
第
八
号
）

三
千
百
万
円

以
上

同

同

同

同

盲
学
校
、
ろ
う

0

0

学
校
及
び
養
護
学
校
へ

の
就
学
奨
励
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案（
参
第
九
号
）

約
八
百
万
円

同

同

同

議
院
運
営

委

員

会

三一、
五、二五
国
会
議
員
の
歳
費
、
旅
費
及
び
手
当
等

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案（
参
第
一
〇
号
）

︱

︱

可

決

（
三一、
五、二八）

可

決

（
三一、
五、二九）

回 六 十 二 第

地
方
行
政

委

員

会

三二、
五、
七
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
六
号
）

︱

︱

可

決

（
三二、
五、
八）

未

了

文

教

委

員

会

三二、
五、一三
盲
学
校
、
聾ろ
う

学
校
及
び
養
護
学
校
の
幼

稚
部
及
び
高
等
部
に
お
け
る
学
校
給
食

に
関
す
る
法
律
案（
参
第
九
号
）

約
二
百
万
円

文
部
大
臣
灘
尾
弘
吉
君

可

決

（
三二、
五、一三）

可

決

（
三二、
五、一六）

三二、
五、一四
公
立
学
校
の
学
校
医
の
公
務
災
害
補
償

に
関
す
る
法
律
案（
参
第
一
三
号
）

五
十
万
円
以

上

同

可

決

（
三二、
五、一五）

同

回四十三第

社
会
労
働

委

員

会

三五、
五、
九
引
揚
者
給
付
金
等
支
給
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案（
参
第
三
号
）

︱

︱

可

決

（
三五、
五、一一）

可

決

（
三五、
五、一三）

回九十三第

文

教

委

員

会

三六、一〇、一七
女
子
教
育
職
員
の
産
前
産
後
の
休
暇
中

に
お
け
る
学
校
教
育
の
正
常
な
実
施
の

確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案（
参
第
一
二
号
）

︱

︱

可

決

（
三六、一〇、一八）

可

決

（
三六、一〇、三一）

回 十 四 第

社
会
労
働

委

員

会

三七、
五、
四
栄
養
士
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
一
七
号
）

約
一
千
万
円

厚
生
大
臣

灘
尾
弘
吉
君

可

決

（
三七、
五、
六）

（
可

決

第
四
十
一

回
国
会

三七、
九、
二）

継
続
審
査

（
可

決

第
四
十
一

回
国
会

三七、
八、二四）

回一十四第

内

閣

委

員

会

三七、
八、三〇
防
衛
庁
設
置
法
及
び
防
衛
庁
設
置
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案（
参
第
九
号
）

︱

︱

可

決

（
三七、
八、三一）

未

了

回六十四第

文

教

委

員

会

三九、
四、二三
女
子
教
育
職
員
の
出
産
に
際
し
て
の
補

助
教
育
職
員
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
参
第
一
六

号
）

︱

︱

可

決

（
三九、
四、二四）

可

決

（
三九、
六、二五）

回 八 十 四 第

社
会
労
働

委

員

会

四〇、
五、一一
優
生
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
一
七
号
）

︱

︱

可

決

（
四〇、
五、一二）

可

決

（
四〇、
五、三一）

四〇、
五、二五
医
療
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
参
第
一
九
号
）

︱

︱

可

決

（
四〇、
六、
一）

可

決

（
四〇、
六、
一）

商

工

委

員

会

四〇、
五、一八
日
本
貿
易
振
興
会
法
及
び
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
参
第
一
八
号
）

︱

︱

可

決

（
四〇、
五、二四）

可

決

（
四〇、
五、三一）


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国
会
回
次

提

出

委

員

会

提

出

年
月
日

法

律

案

法
律
施
行
に

要
す
る
経
費

法
第
五
七
条
の
三

に
よ
り
内
閣
の
意

見
を
述
べ
た
者

参
議
院
議
決

（
年
月
日
）

衆
議
院
議
決

（
年
月
日
）

回八十五第

社
会
労
働

委

員

会

四三、
四、二五
診
療
エ
ッ
ク
ス
線
技
師
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案（
参
第
一
二
号
）

︱

︱

可

決

（
四三、
四、二六）

可

決

（
四三、
五、一〇）

回三十六第

同

四五、
五、一二
優
生
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
二
二
号
）

︱

︱

可

決

（
四五、
五、一二）

可

決

（
四五、
五、一三）

回八十六第

文

教

委

員

会

四七、
六、
八
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
女
子
の
教
育
職

員
の
育
児
休
暇
に
関
す
る
法
律
案（
参

第
一
〇
号
）

︱

︱

可

決

（
四七、
六、
九）

未

了

回一十七第

災
害
対
策

特
別
委
員
会

四八、
七、一三
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
害
援
護
資

金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
案（
参
第

二
三
号
）

約
三
十
億
円

厚
生
大
臣

斉
藤
邦
吉
君

修

正

（
四八、
八、二四）

可

決

（
四八、
九、
七）

回四十七第

同

四九、一二、二一
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
害
援
護
資

金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案（
参
第
八
号
）

約
十
三
億
四

千
八
百
万
円

厚
生
大
臣
田
中
正
巳
君

可

決

（
四九、一二、二三）

可

決

（
四九、一二、二五）

回八十七第

同

五一、一〇、一四
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
害
援
護
資

金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案（
参
第
三
号
）

約
三
千
万
円

厚
生
大
臣

早
川

崇
君

可

決

（
五一、一〇、一五）

可

決

（
五一、一〇、一五）

回四十八第

災
害
対
策

特
別
委
員
会

五三、
三、一三
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
害
援
護
資

金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案（
参
第
二
号
）

約
一
千
八
百

万
円

厚
生
大
臣
小
沢
辰
男
君

可

決

（
五三、
三、一七）

可

決

（
五三、
三、二四）

回五十八第

同

五三、一〇、一二
天
災
に
よ
る
被
害
農
林
漁
業
者
等
に
対

す
る
資
金
の
融
通
に
関
す
る
暫
定
措
置

法
及
び
激
甚じ
ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の

特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
参
第
一
号
）

約
一
億
二
千

六
百
万
円

国
務
大
臣

（
国
土
庁
長
官
）

櫻
内
義
雄
君

可

決

（
五三、一〇、一二）

可

決

（
五三、一〇、二〇）

回一十九第

社
会
労
働

委

員

会

五五、
四、
八
建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案（
参
第
八
号
）

︱

︱

可

決

（
五五、
四、二三）

可

決

（
五五、
四、二五）

回四十九第

同

五六、
五、一二
社
会
保
険
労
務
士
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案（
参
第
一
二
号
）

︱

︱

可

決

（
五六、
五、一五）

可

決

（
五六、
五、二二）

回六十九第

法

務

委

員

会

五七、
四、一五
沖
縄
の
弁
護
士
資
格
者
等
に
対
す
る
本

邦
の
弁
護
士
資
格
等
の
付
与
に
関
す
る

特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
一
号
）

︱

︱

可

決

（
五七、
四、一六）

可

決

（
五七、
四、二七）

回 四 百 第

農
林
水
産

委

員

会

六一、
五、
八
外
国
人
漁
業
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
参
第
八
号
）

︱

︱

可

決

（
六一、
五、
九）

可

決

（
六一、
五、一五）





三
〇
〇



国
会
回
次

提

出

委

員

会

提

出

年
月
日

法

律

案

法
律
施
行
に

要
す
る
経
費

法
第
五
七
条
の
三

に
よ
り
内
閣
の
意

見
を
述
べ
た
者

参
議
院
議
決

（
年
月
日
）

衆
議
院
議
決

（
年
月
日
）

回八十五第

社
会
労
働

委

員

会

四三、
四、二五
診
療
エ
ッ
ク
ス
線
技
師
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案（
参
第
一
二
号
）

︱

︱

可

決

（
四三、
四、二六）

可

決

（
四三、
五、一〇）

回三十六第

同

四五、
五、一二
優
生
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
二
二
号
）

︱

︱

可

決

（
四五、
五、一二）

可

決

（
四五、
五、一三）

回八十六第

文

教

委

員

会

四七、
六、
八
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
女
子
の
教
育
職

員
の
育
児
休
暇
に
関
す
る
法
律
案（
参

第
一
〇
号
）

︱

︱

可

決

（
四七、
六、
九）

未

了

回一十七第

災
害
対
策

特
別
委
員
会

四八、
七、一三
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
害
援
護
資

金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
案（
参
第

二
三
号
）

約
三
十
億
円

厚
生
大
臣
斉
藤
邦
吉
君

修

正

（
四八、
八、二四）

可

決

（
四八、
九、
七）

回四十七第

同

四九、一二、二一
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
害
援
護
資

金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案（
参
第
八
号
）

約
十
三
億
四

千
八
百
万
円

厚
生
大
臣
田
中
正
巳
君

可

決

（
四九、一二、二三）

可

決

（
四九、一二、二五）

回八十七第

同

五一、一〇、一四
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
害
援
護
資

金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案（
参
第
三
号
）

約
三
千
万
円

厚
生
大
臣

早
川

崇
君

可

決

（
五一、一〇、一五）

可

決

（
五一、一〇、一五）

回四十八第

災
害
対
策

特
別
委
員
会

五三、
三、一三
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
害
援
護
資

金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案（
参
第
二
号
）

約
一
千
八
百

万
円

厚
生
大
臣

小
沢
辰
男
君

可

決

（
五三、
三、一七）

可

決

（
五三、
三、二四）

回五十八第

同

五三、一〇、一二
天
災
に
よ
る
被
害
農
林
漁
業
者
等
に
対

す
る
資
金
の
融
通
に
関
す
る
暫
定
措
置

法
及
び
激
甚じ
ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の

特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
参
第
一
号
）

約
一
億
二
千

六
百
万
円

国
務
大
臣

（
国
土
庁
長
官
）

櫻
内
義
雄
君

可

決

（
五三、一〇、一二）

可

決

（
五三、一〇、二〇）

回一十九第

社
会
労
働

委

員

会

五五、
四、
八
建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案（
参
第
八
号
）

︱

︱

可

決

（
五五、
四、二三）

可

決

（
五五、
四、二五）

回四十九第

同

五六、
五、一二
社
会
保
険
労
務
士
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案（
参
第
一
二
号
）

︱

︱

可

決

（
五六、
五、一五）

可

決

（
五六、
五、二二）

回六十九第

法

務

委

員

会

五七、
四、一五
沖
縄
の
弁
護
士
資
格
者
等
に
対
す
る
本

邦
の
弁
護
士
資
格
等
の
付
与
に
関
す
る

特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
一
号
）

︱

︱

可

決

（
五七、
四、一六）

可

決

（
五七、
四、二七）

回 四 百 第

農
林
水
産

委

員

会

六一、
五、
八
外
国
人
漁
業
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
参
第
八
号
）

︱

︱

可

決

（
六一、
五、
九）

可

決

（
六一、
五、一五）





三
〇
一

六
　
委
員
会
・
調
査
会
提
出
法
律
案
一
覧
表



国
会
回
次

提

出

委

員

会

提

出

年
月
日

法

律

案

法
律
施
行
に

要
す
る
経
費

法
第
五
七
条
の
三

に
よ
り
内
閣
の
意

見
を
述
べ
た
者

参
議
院
議
決

（
年
月
日
）

衆
議
院
議
決

（
年
月
日
）

回一十百第

内

閣

委

員

会

六二、一二、
八
公
文
書
館
法
案（
参
第
一
号
）

︱

︱

可

決

（
六二、一二、
九）

可

決

（
六二、一二、一〇）

回六十百第

社
会
労
働

委

員

会
平
成元

、一二、
五
へ
い
獣
処
理
場
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案（
参
第
一
四
号
）

︱

︱

可

決

（
元
、一二、
八）

可

決

（
元
、一二、一四）

回七十百第

大

蔵

委

員

会

二、
一、二三
平
成
元
年
度
の
水
田
農
業
確
立
助
成
補

助
金
に
つ
い
て
の
所
得
税
及
び
法
人
税

の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
案（
参
第

二
号
）

約
六
億
円

大
蔵
大
臣
橋
本
龍
太
郎
君

可

決

（
二、
一、二三）

可

決

（
二、
一、二四）

回六十二百第

地
方
行
政

委

員

会

五、
六、
三
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
一
一
号
）

︱

︱

可

決

（
五、
六、
四）

可

決

（
五、
六、一一）

大

蔵

委

員

会

五、
六、
八
民
間
海
外
援
助
事
業
の
推
進
の
た
め
の

物
品
の
譲
与
に
関
す
る
法
律
案（
参
第

一
五
号
）

︱

︱

可

決

（
五、
六、
八）

未

了

百第

大

蔵

委

員

会

五、一〇、二八
民
間
海
外
援
助
事
業
の
推
進
の
た
め
の

物
品
の
譲
与
に
関
す
る
法
律
案（
参
第

一
号
）

︱

︱

可

決

（
五、一〇、二九）

可

決

（
五、一一、
二）

回八十二

厚

生

委

員

会

五、一一、
四
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案（
参
第
二
号
）

︱

︱

可

決

（
五、一一、
五）

可

決

（
五、一一、一二）

五、一二、一四
歯
科
技
工
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
六
号
）

︱

︱

可

決

（
五、一二、一四）

可

決

（
六、
一、二六）

回九十二百第

農
林
水
産

委

員

会

六、
六、二二
農
山
漁
村
滞
在
型
余
暇
活
動
の
た
め
の

基
盤
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
案

（
参
第
五
号
）

︱

︱

可

決

（
六、
六、二二）

可

決

（
六、
六、二三）

建

設

委

員

会

六、
六、二〇
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案（
参
第
三
号
）

︱

︱

可

決

（
六、
六、二〇）

可

決

（
六、
六、二一）

回二十三百第

農
林
水
産

委

員

会

七、
四、二五
緑
の
募
金
に
よ
る
森
林
整
備
等
の
推
進

に
関
す
る
法
律
案（
参
第
三
号
）

︱

︱

可

決

（
七、
四、二六）

可

決

（
七、
四、二七）

回六十三百第

厚

生

委

員

会

八、
六、一一
歯
科
医
師
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
一
号
）

︱

︱

可

決

（
八、
六、一二）

可

決

（
八、
六、一四）

回十四百第

地
方
行
政

委

員

会

九、
六、
三
行
政
書
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
六
号
）

︱

︱

可

決

（
九、
六、
六）

可

決

（
九、
六、一〇）



三
〇
二



国
会
回
次

提

出

委

員

会

提

出

年
月
日

法

律

案

法
律
施
行
に

要
す
る
経
費

法
第
五
七
条
の
三

に
よ
り
内
閣
の
意

見
を
述
べ
た
者

参
議
院
議
決

（
年
月
日
）

衆
議
院
議
決

（
年
月
日
）

回一十百第

内

閣

委

員

会

六二、一二、
八
公
文
書
館
法
案（
参
第
一
号
）

︱

︱

可

決

（
六二、一二、
九）

可

決

（
六二、一二、一〇）

回六十百第

社
会
労
働

委

員

会
平
成元

、一二、
五
へ
い
獣
処
理
場
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案（
参
第
一
四
号
）

︱

︱

可

決

（
元
、一二、
八）

可

決

（
元
、一二、一四）

回七十百第

大

蔵

委

員

会

二、
一、二三
平
成
元
年
度
の
水
田
農
業
確
立
助
成
補

助
金
に
つ
い
て
の
所
得
税
及
び
法
人
税

の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
案（
参
第

二
号
）

約
六
億
円

大
蔵
大
臣
橋
本
龍
太
郎
君

可

決

（
二、
一、二三）

可

決

（
二、
一、二四）

回六十二百第

地
方
行
政

委

員

会

五、
六、
三
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
一
一
号
）

︱

︱

可

決

（
五、
六、
四）

可

決

（
五、
六、一一）

大

蔵

委

員

会

五、
六、
八
民
間
海
外
援
助
事
業
の
推
進
の
た
め
の

物
品
の
譲
与
に
関
す
る
法
律
案（
参
第

一
五
号
）

︱

︱

可

決

（
五、
六、
八）

未

了

百第

大

蔵

委

員

会

五、一〇、二八
民
間
海
外
援
助
事
業
の
推
進
の
た
め
の

物
品
の
譲
与
に
関
す
る
法
律
案（
参
第

一
号
）

︱

︱

可

決

（
五、一〇、二九）

可

決

（
五、一一、
二）

回八十二

厚

生

委

員

会

五、一一、
四
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案（
参
第
二
号
）

︱

︱

可

決

（
五、一一、
五）

可

決

（
五、一一、一二）

五、一二、一四
歯
科
技
工
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
六
号
）

︱

︱

可

決

（
五、一二、一四）

可

決

（
六、
一、二六）

回九十二百第

農
林
水
産

委

員

会

六、
六、二二
農
山
漁
村
滞
在
型
余
暇
活
動
の
た
め
の

基
盤
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
案

（
参
第
五
号
）

︱

︱

可

決

（
六、
六、二二）

可

決

（
六、
六、二三）

建

設

委

員

会

六、
六、二〇
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案（
参
第
三
号
）

︱

︱

可

決

（
六、
六、二〇）

可

決

（
六、
六、二一）

回二十三百第

農
林
水
産

委

員

会

七、
四、二五
緑
の
募
金
に
よ
る
森
林
整
備
等
の
推
進

に
関
す
る
法
律
案（
参
第
三
号
）

︱

︱

可

決

（
七、
四、二六）

可

決

（
七、
四、二七）

回六十三百第

厚

生

委

員

会

八、
六、一一
歯
科
医
師
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
一
号
）

︱

︱

可

決

（
八、
六、一二）

可

決

（
八、
六、一四）

回十四百第

地
方
行
政

委

員

会

九、
六、
三
行
政
書
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
六
号
）

︱

︱

可

決

（
九、
六、
六）

可

決

（
九、
六、一〇）



三
〇
三

六
　
委
員
会
・
調
査
会
提
出
法
律
案
一
覧
表



国
会
回
次

提

出

委

員

会

提

出

年
月
日

法

律

案

法
律
施
行
に

要
す
る
経
費

法
第
五
七
条
の
三

に
よ
り
内
閣
の
意

見
を
述
べ
た
者

参
議
院
議
決

（
年
月
日
）

衆
議
院
議
決

（
年
月
日
）

回二十四百第

国
民
福
祉

委

員

会

一〇、
五、二六
精
神
薄
弱
の
用
語
の
整
理
の
た
め
の
関

係
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
参
第
五
号
）

︱

︱

可

決

（
一〇、
五、二七）

（
可

決

第
百
四
十

三
回
国
会

一〇、
九、一八）

継
続
審
査

（
可

決

第
百
四
十

三
回
国
会

一〇、
九、一〇）

回五十四百第

総

務

委

員

会

一一、
四、二七
国
立
公
文
書
館
法
案（
参
第
一
五
号
）

︱

︱

可

決

（
一一、
四、二八）

可

決

（
一一、
六、一五）

経
済
・
産
業

委

員

会

一一、
三、
九
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
振
興
基
本
法
案

（
参
第
一
二
号
）

︱

︱

可

決

（
一一、
三、一〇）

可

決

（
一一、
三、一二）

国
土
・
環
境

委

員

会

一一、
七、
六
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
案

（
参
第
二
二
号
）

約
六
十
億
円

国
務
大
臣

（
環
境
庁
長
官
）

真
鍋
賢
二
君

可

決

（
一一、
七、
七）

可

決

（
一一、
七、一二）

回六十四百第

議
院
運
営

委

員

会

一一、一一、一二
国
会
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
参
第

四
号
）

︱

︱

可

決

（
一一、一一、一二）

可

決

（
一一、一一、一八）

回七十四百第

地
方
行
政

・

警

察

委

員

会

一二、
五、一六
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す

る
法
律
案（
参
第
一
六
号
）

︱

︱

可

決

（
一二、
五、一七）

可

決

（
一二、
五、一八）

国
民
福
祉

委

員

会

一二、
四、二七
母
体
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
一
一
号
）

︱

︱

可

決

（
一二、
四、二八）

可

決

（
一二、
五、一六）

回四十五百第

総

務

委

員

会

一四、
四、
四
特
定
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
の
適
正
化
等

に
関
す
る
法
律
案（
参
第
一
〇
号
）

︱

︱

可

決

（
一四、
四、
五）

可

決

（
一四、
四、一一）

回六十五百第

法

務

委

員

会

一五、
七、
一
性
同
一
性
障
害
者
の
性
別
の
取
扱
い
の

特
例
に
関
す
る
法
律
案（
参
第
一
七
号
）

︱

︱

可

決

（
一五、
七、
二）

可

決

（
一五、
七、一〇）

厚
生
労
働

委

員

会

一五、
六、二六
母
子
家
庭
の
母
の
就
業
の
支
援
に
関
す

る
特
別
措
置
法
案（
参
第
一
五
号
）

︱

︱

可

決

（
一五、
六、二七）

可

決

（
一五、
七、一七）



三
〇
四



国
会
回
次

提

出

委

員

会

提

出

年
月
日

法

律

案

法
律
施
行
に

要
す
る
経
費

法
第
五
七
条
の
三

に
よ
り
内
閣
の
意

見
を
述
べ
た
者

参
議
院
議
決

（
年
月
日
）

衆
議
院
議
決

（
年
月
日
）

回二十四百第

国
民
福
祉

委

員

会

一〇、
五、二六
精
神
薄
弱
の
用
語
の
整
理
の
た
め
の
関

係
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
参
第
五
号
）

︱

︱

可

決

（
一〇、
五、二七）

（
可

決

第
百
四
十

三
回
国
会

一〇、
九、一八）

継
続
審
査

（
可

決

第
百
四
十

三
回
国
会

一〇、
九、一〇）

回五十四百第

総

務

委

員

会

一一、
四、二七
国
立
公
文
書
館
法
案（
参
第
一
五
号
）

︱

︱

可

決

（
一一、
四、二八）

可

決

（
一一、
六、一五）

経
済
・
産
業

委

員

会

一一、
三、
九
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
振
興
基
本
法
案

（
参
第
一
二
号
）

︱

︱

可

決

（
一一、
三、一〇）

可

決

（
一一、
三、一二）

国
土
・
環
境

委

員

会

一一、
七、
六
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
案

（
参
第
二
二
号
）

約
六
十
億
円

国
務
大
臣

（
環
境
庁
長
官
）

真
鍋
賢
二
君

可

決

（
一一、
七、
七）

可

決

（
一一、
七、一二）

回六十四百第

議
院
運
営

委

員

会

一一、一一、一二
国
会
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
参
第

四
号
）

︱

︱

可

決

（
一一、一一、一二）

可

決

（
一一、一一、一八）

回七十四百第

地
方
行
政

・

警

察

委

員

会

一二、
五、一六
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す

る
法
律
案（
参
第
一
六
号
）

︱

︱

可

決

（
一二、
五、一七）

可

決

（
一二、
五、一八）

国
民
福
祉

委

員

会

一二、
四、二七
母
体
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
一
一
号
）

︱

︱

可

決

（
一二、
四、二八）

可

決

（
一二、
五、一六）

回四十五百第

総

務

委

員

会

一四、
四、
四
特
定
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
の
適
正
化
等

に
関
す
る
法
律
案（
参
第
一
〇
号
）

︱

︱

可

決

（
一四、
四、
五）

可

決

（
一四、
四、一一）

回六十五百第

法

務

委

員

会

一五、
七、
一
性
同
一
性
障
害
者
の
性
別
の
取
扱
い
の

特
例
に
関
す
る
法
律
案（
参
第
一
七
号
）

︱

︱

可

決

（
一五、
七、
二）

可

決

（
一五、
七、一〇）

厚
生
労
働

委

員

会

一五、
六、二六
母
子
家
庭
の
母
の
就
業
の
支
援
に
関
す

る
特
別
措
置
法
案（
参
第
一
五
号
）

︱

︱

可

決

（
一五、
六、二七）

可

決

（
一五、
七、一七）



三
〇
五

六
　
委
員
会
・
調
査
会
提
出
法
律
案
一
覧
表



国
会
回
次

提

出

委

員

会

提

出

年
月
日

法

律

案

法
律
施
行
に

要
す
る
経
費

法
第
五
七
条
の
三

に
よ
り
内
閣
の
意

見
を
述
べ
た
者

参
議
院
議
決

（
年
月
日
）

衆
議
院
議
決

（
年
月
日
）

回二十六百第

厚
生
労
働

委

員

会

一七、
五、一二
母
体
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
三
号
）

︱

︱

可

決

（
一七、
五、一三）

可

決

（
一七、
七、二六）

決

算

委

員

会

一七、
八、
二
会
計
検
査
院
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案（
参
第
七
号
）

︱

︱

可

決

（
一七、
八、
三）

未

了

回三十六百第

同

一七、一〇、一九
会
計
検
査
院
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案（
参
第
三
号
）

︱

︱

可

決

（
一七、一〇、二一）

可

決

（
一七、一〇、二八）

十 六 百 第

内

閣

委

員

会

一八、
六、
八
自
殺
対
策
基
本
法
案（
参
第
一
八
号
）

︱

︱

可

決

（
一八、
六、
九）

可

決

（
一八、
六、一五）

厚
生
労
働

委

員

会

一八、
六、一五
精
神
病
院
の
用
語
の
整
理
等
の
た
め
の

関
係
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
参
第
二
一
号
）

︱

︱

可

決

（
一八、
六、一六）

可

決

（
一八、
六、一六）

回 四

議
院
運
営

委

員

会

一八、
四、一九
国
会
職
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
八
号
）

︱

︱

可

決

（
一八、
四、一九）

可

決

（
一八、
六、
八）

回五十六百第

外
交
防
衛

委

員

会

一八、一一、
七
ド
ミ
ニ
カ
移
住
者
に
対
す
る
特
別
一
時

金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
案（
参
第

一
号
）

約
十
一
億
千

六
百
万
円

外
務
大
臣
麻
生
太
郎
君

可

決

（
一八、一一、
八）

可

決

（
一八、一一、一四）

農
林
水
産

委

員

会

一八、一二、
五
有
機
農
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案

（
参
第
八
号
）

︱

︱

可

決

（
一八、一二、
六）

可

決

（
一八、一二、
八）

回六十六百第

法

務

委

員

会

一九、
六、一九
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害

者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案（
参
第
一
三
号
）

︱

︱

可

決

（
一九、
六、二〇）

可

決

（
一九、
七、
五）

厚
生
労
働

委

員

会

一九、
四、二六
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た

救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置

法
案（
参
第
三
号
）

︱

︱

可

決

（
一九、
四、二七）

可

決

（
一九、
六、一九）

回九十六百第

内

閣

委

員

会

二〇、
五、二九
研
究
開
発
シ
ス
テ
ム
の
改
革
の
推
進
等

に
よ
る
研
究
開
発
能
力
の
強
化
及
び
研

究
開
発
等
の
効
率
的
推
進
等
に
関
す
る

法
律
案（
参
第
二
〇
号
）

︱

︱

可

決

（
二〇、
五、三〇）

可

決

（
二〇、
六、
五）

法

務

委

員

会

二〇、
六、
三
性
同
一
性
障
害
者
の
性
別
の
取
扱
い
の

特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案（
参
第
二
一
号
）

︱

︱

可

決

（
二〇、
六、
四）

可

決

（
二〇、
六、一〇）

三
〇
六



国
会
回
次

提

出

委

員

会

提

出

年
月
日

法

律

案

法
律
施
行
に

要
す
る
経
費

法
第
五
七
条
の
三

に
よ
り
内
閣
の
意

見
を
述
べ
た
者

参
議
院
議
決

（
年
月
日
）

衆
議
院
議
決

（
年
月
日
）

回二十六百第

厚
生
労
働

委

員

会

一七、
五、一二
母
体
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
三
号
）

︱

︱

可

決

（
一七、
五、一三）

可

決

（
一七、
七、二六）

決

算

委

員

会

一七、
八、
二
会
計
検
査
院
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案（
参
第
七
号
）

︱

︱

可

決

（
一七、
八、
三）

未

了

回三十六百第

同

一七、一〇、一九
会
計
検
査
院
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案（
参
第
三
号
）

︱

︱

可

決

（
一七、一〇、二一）

可

決

（
一七、一〇、二八）

十 六 百 第

内

閣

委

員

会

一八、
六、
八
自
殺
対
策
基
本
法
案（
参
第
一
八
号
）

︱

︱

可

決

（
一八、
六、
九）

可

決

（
一八、
六、一五）

厚
生
労
働

委

員

会

一八、
六、一五
精
神
病
院
の
用
語
の
整
理
等
の
た
め
の

関
係
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
参
第
二
一
号
）

︱

︱

可

決

（
一八、
六、一六）

可

決

（
一八、
六、一六）

回 四

議
院
運
営

委

員

会

一八、
四、一九
国
会
職
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
八
号
）

︱

︱

可

決

（
一八、
四、一九）

可

決

（
一八、
六、
八）

回五十六百第

外
交
防
衛

委

員

会

一八、一一、
七
ド
ミ
ニ
カ
移
住
者
に
対
す
る
特
別
一
時

金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
案（
参
第

一
号
）

約
十
一
億
千

六
百
万
円

外
務
大
臣
麻
生
太
郎
君

可

決

（
一八、一一、
八）

可

決

（
一八、一一、一四）

農
林
水
産

委

員

会

一八、一二、
五
有
機
農
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案

（
参
第
八
号
）

︱

︱

可

決

（
一八、一二、
六）

可

決

（
一八、一二、
八）

回六十六百第

法

務

委

員

会

一九、
六、一九
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害

者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案（
参
第
一
三
号
）

︱

︱

可

決

（
一九、
六、二〇）

可

決

（
一九、
七、
五）

厚
生
労
働

委

員

会

一九、
四、二六
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た

救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置

法
案（
参
第
三
号
）

︱

︱

可

決

（
一九、
四、二七）

可

決

（
一九、
六、一九）

回九十六百第

内

閣

委

員

会

二〇、
五、二九
研
究
開
発
シ
ス
テ
ム
の
改
革
の
推
進
等

に
よ
る
研
究
開
発
能
力
の
強
化
及
び
研

究
開
発
等
の
効
率
的
推
進
等
に
関
す
る

法
律
案（
参
第
二
〇
号
）

︱

︱

可

決

（
二〇、
五、三〇）

可

決

（
二〇、
六、
五）

法

務

委

員

会

二〇、
六、
三
性
同
一
性
障
害
者
の
性
別
の
取
扱
い
の

特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案（
参
第
二
一
号
）

︱

︱

可

決

（
二〇、
六、
四）

可

決

（
二〇、
六、一〇）

三
〇
七

六
　
委
員
会
・
調
査
会
提
出
法
律
案
一
覧
表



国
会
回
次

提

出

委

員

会

提

出

年
月
日

法

律

案

法
律
施
行
に

要
す
る
経
費

法
第
五
七
条
の
三

に
よ
り
内
閣
の
意

見
を
述
べ
た
者

参
議
院
議
決

（
年
月
日
）

衆
議
院
議
決

（
年
月
日
）

回九十六百第

文
教
科
学

委

員

会

二〇、
六、
五
障
害
の
あ
る
児
童
及
び
生
徒
の
た
め
の

教
科
用
特
定
図
書
等
の
普
及
の
促
進
等

に
関
す
る
法
律
案（
参
第
二
六
号
）

︱

︱

可

決

（
二〇、
六、
六）

可

決

（
二〇、
六、一〇）

回一十七百第

厚
生
労
働

委

員

会

二一、
六、三〇
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
及
び
看
護
師

等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
参
第
二

七
号
）

︱

︱

可

決

（
二一、
七、
一）

可

決

（
二一、
七、
九）

回三十七百第

同

二一、一一、二七
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
の
原
告
に
係
る

問
題
の
解
決
の
た
め
の
基
金
に
対
す
る

補
助
に
関
す
る
法
律
案（
参
第
四
号
）

約
三
億
円

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭
君

可

決

（
二一、一一、三〇）

可

決

（
二一、一二、
一）

第百七十四回

総

務 

委

員

会

二二、
五、二〇
戦
後
強
制
抑
留
者
に
係
る
問
題
に
関
す

る
特
別
措
置
法
案（
参
第
九
号
）

約
二
百
億
円

総
務
大
臣
原
口
一
博
君

可

決

（
二二、
五、二一）

可

決

（
二二、
六、一六）

厚
生
労
働 

委

員

会

二二、
五、一一
母
体
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
六
号
）

︱

︱

可

決

（
二二、
五、一二）

同

第百七十七回

同

二三、
七、二六
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
法
律

案（
参
第
一
三
号
）

︱

︱

可

決

（
二三、
七、二七）

可

決

（
二三、
八、
二）

災
害
対
策 

特
別
委
員
会

二三、
八、
九
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律

及
び
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案（
参
第
一
九
号
）

︱

︱

可

決

（
二三、
八、一〇）

可

決

（
二三、
八、二三）

同

東
日
本
大
震
災
関
連
義
援
金
に
係
る
差

押
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
案（
参
第
二

〇
号
）

︱

︱

同

同

第百八十回

文
教
科
学 

委

員

会

二四、
六、一四
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
活
性
化
に
関
す
る

法
律
案（
参
第
二
一
号
）

︱

︱

可

決

（
二四、
六、一五）

可

決

（
二四、
六、二一）

厚
生
労
働 

委

員

会

二四、
八、二八
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な

提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案（
参
第

三
五
号
）

︱

︱

可

決

（
二四、
八、二九）

可

決

（
二四、
九、
六）

三
〇
八



国
会
回
次

提

出

委

員

会

提

出

年
月
日

法

律

案

法
律
施
行
に

要
す
る
経
費

法
第
五
七
条
の
三

に
よ
り
内
閣
の
意

見
を
述
べ
た
者

参
議
院
議
決

（
年
月
日
）

衆
議
院
議
決

（
年
月
日
）

回九十六百第

文
教
科
学

委

員

会

二〇、
六、
五
障
害
の
あ
る
児
童
及
び
生
徒
の
た
め
の

教
科
用
特
定
図
書
等
の
普
及
の
促
進
等

に
関
す
る
法
律
案（
参
第
二
六
号
）

︱

︱

可

決

（
二〇、
六、
六）

可

決

（
二〇、
六、一〇）

回一十七百第

厚
生
労
働

委

員

会

二一、
六、三〇
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
及
び
看
護
師

等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
参
第
二

七
号
）

︱

︱

可

決

（
二一、
七、
一）

可

決

（
二一、
七、
九）

回三十七百第

同

二一、一一、二七
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
の
原
告
に
係
る

問
題
の
解
決
の
た
め
の
基
金
に
対
す
る

補
助
に
関
す
る
法
律
案（
参
第
四
号
）

約
三
億
円

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭
君

可

決

（
二一、一一、三〇）

可

決

（
二一、一二、
一）

第百七十四回

総

務 

委

員

会

二二、
五、二〇
戦
後
強
制
抑
留
者
に
係
る
問
題
に
関
す

る
特
別
措
置
法
案（
参
第
九
号
）

約
二
百
億
円

総
務
大
臣

原
口
一
博
君

可

決

（
二二、
五、二一）

可

決

（
二二、
六、一六）

厚
生
労
働 

委

員

会

二二、
五、一一
母
体
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
参
第
六
号
）

︱

︱

可

決

（
二二、
五、一二）

同

第百七十七回

同

二三、
七、二六
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
法
律

案（
参
第
一
三
号
）

︱

︱

可

決

（
二三、
七、二七）

可

決

（
二三、
八、
二）

災
害
対
策 

特
別
委
員
会

二三、
八、
九
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律

及
び
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案（
参
第
一
九
号
）

︱

︱

可

決

（
二三、
八、一〇）

可

決

（
二三、
八、二三）

同

東
日
本
大
震
災
関
連
義
援
金
に
係
る
差

押
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
案（
参
第
二

〇
号
）

︱

︱

同

同

第百八十回

文
教
科
学 

委

員

会

二四、
六、一四
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
活
性
化
に
関
す
る

法
律
案（
参
第
二
一
号
）

︱

︱

可

決

（
二四、
六、一五）

可

決

（
二四、
六、二一）

厚
生
労
働 

委

員

会

二四、
八、二八
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な

提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案（
参
第

三
五
号
）

︱

︱

可

決

（
二四、
八、二九）

可

決

（
二四、
九、
六）

三
〇
九

六
　
委
員
会
・
調
査
会
提
出
法
律
案
一
覧
表



国
会
回
次

提

出

委

員

会

提

出

年
月
日

法

律

案

法
律
施
行
に

要
す
る
経
費

法
第
五
七
条
の
三

に
よ
り
内
閣
の
意

見
を
述
べ
た
者

参
議
院
議
決

（
年
月
日
）

衆
議
院
議
決

（
年
月
日
）

第百八十回

農
林
水
産 

委

員

会

二四、
三、二二
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被

害
の
防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
参
第
一
一
号
）

︱

︱

可

決

（
二四、
三、二三）

可

決

（
二四、
三、二七）

経
済
産
業 

委

員

会

二四、
八、二八
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案（
参
第
三
三
号
）

︱

︱

可

決

（
二四、
八、二九）

可

決

（
二四、
九、
六）

国
土
交
通 

委

員

会

二四、
七、二六
雨
水
の
利
用
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案

（
参
第
二
九
号
）

︱

︱

可

決

（
二四、
七、二七）

継
続
審
査

（
未

了

第
百
八
十
一

回
国
会

）

東

日

本 

大
震
災
復
興

特
別
委
員
会

二四、
六、一四
東
京
電
力
原
子
力
事
故
に
よ
り
被
災
し

た
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
等
の

生
活
を
守
り
支
え
る
た
め
の
被
災
者
の

生
活
支
援
等
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
案（
参
第
二
二
号
）

︱

︱

可

決

（
二四、
六、一五）

可

決

（
二四、
六、二一）

第百八十三回

内

閣 

委

員

会

二五、
六、二〇
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害

者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案（
参
第
二
八
号
）

︱

︱

可

決

（
二五、
六、二一）

可

決

（
二五、
六、二六）

同

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
参
第
二
九
号
）

︱

︱

同

同

第百八十六回

国
土
交
通 

委

員

会

二六、
三、一七
水
循
環
基
本
法
案（
参
第
三
号
）

︱

︱

可

決

（
二六、
三、二〇）

可

決

（
二六、
三、二七）

同

雨
水
の
利
用
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案

（
参
第
四
号
）

︱

︱

同

同

二六、
四、
三
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
参
第
八
号
）

︱

︱

可

決

（
二六、
四、
四）

可

決

（
二六、
五、二九）

第百八十七回

農
林
水
産 

委

員

会

二六、一一、
六
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被

害
の
防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
参
第
二
号
）

︱

︱

可

決

（
二六、一一、
七）

可

決

（
二六、一一、一三）

三
一
〇



国
会
回
次

提

出

委

員

会

提

出

年
月
日

法

律

案

法
律
施
行
に

要
す
る
経
費

法
第
五
七
条
の
三

に
よ
り
内
閣
の
意

見
を
述
べ
た
者

参
議
院
議
決

（
年
月
日
）

衆
議
院
議
決

（
年
月
日
）

第百八十回

農
林
水
産 

委

員

会

二四、
三、二二
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被

害
の
防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
参
第
一
一
号
）

︱

︱

可

決

（
二四、
三、二三）

可

決

（
二四、
三、二七）

経
済
産
業 

委

員

会

二四、
八、二八
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案（
参
第
三
三
号
）

︱

︱

可

決

（
二四、
八、二九）

可

決

（
二四、
九、
六）

国
土
交
通 

委

員

会

二四、
七、二六
雨
水
の
利
用
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案

（
参
第
二
九
号
）

︱

︱

可

決

（
二四、
七、二七）

継
続
審
査

（
未

了

第
百
八
十
一

回
国
会

）

東

日

本 

大
震
災
復
興

特
別
委
員
会

二四、
六、一四
東
京
電
力
原
子
力
事
故
に
よ
り
被
災
し

た
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
等
の

生
活
を
守
り
支
え
る
た
め
の
被
災
者
の

生
活
支
援
等
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
案（
参
第
二
二
号
）

︱

︱

可

決

（
二四、
六、一五）

可

決

（
二四、
六、二一）

第百八十三回

内

閣 

委

員

会

二五、
六、二〇
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害

者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案（
参
第
二
八
号
）

︱

︱

可

決

（
二五、
六、二一）

可

決

（
二五、
六、二六）

同

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
参
第
二
九
号
）

︱

︱

同

同

第百八十六回

国
土
交
通 

委

員

会

二六、
三、一七
水
循
環
基
本
法
案（
参
第
三
号
）

︱

︱

可

決

（
二六、
三、二〇）

可

決

（
二六、
三、二七）

同

雨
水
の
利
用
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案

（
参
第
四
号
）

︱

︱

同

同

二六、
四、
三
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
参
第
八
号
）

︱

︱

可

決

（
二六、
四、
四）

可

決

（
二六、
五、二九）

第百八十七回

農
林
水
産 

委

員

会

二六、一一、
六
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被

害
の
防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
参
第
二
号
）

︱

︱

可

決

（
二六、一一、
七）

可

決

（
二六、一一、一三）

三
一
一

六
　
委
員
会
・
調
査
会
提
出
法
律
案
一
覧
表



国
会
回
次

提

出

委

員

会

提

出

年
月
日

法

律

案

法
律
施
行
に

要
す
る
経
費

法
第
五
七
条
の
三

に
よ
り
内
閣
の
意

見
を
述
べ
た
者

参
議
院
議
決

（
年
月
日
）

衆
議
院
議
決

（
年
月
日
）

第百八十九回

農
林
水
産 

委

員

会

二七、
四、
七
都
市
農
業
振
興
基
本
法
案（
参
第
五
号
）

︱

︱

可

決

（
二七、
四、
九）

可

決

（
二七、
四、一六）

第百九十回

厚
生
労
働 

委

員

会

二八、
二、一八
自
殺
対
策
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案（
参
第
一
号
）

︱

︱

可

決

（
二八、
二、二四）

可

決

（
二八、
三、二二）

第百九十二回

内

閣 

委

員

会

二八、一一、一七
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
参
第
五
一
号
）

︱

︱

可

決

（
二八、一一、一八）

可

決

（
二八、一二、
六）

厚
生
労
働 

委

員

会

二八、一一、一五
が
ん
対
策
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案（
参
第
五
〇
号
）

︱

︱

可

決

（
二八、一一、一六）

可

決

（
二八、一二、
九）

農
林
水
産 

委

員

会

二八、一一、一七
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被

害
の
防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
参
第
五
二
号
）

︱

︱

可

決

（
二八、一一、一八）

可

決

（
二八、一一、二五）

国
土
交
通 

委

員

会

二八、一二、
六
建
設
工
事
従
事
者
の
安
全
及
び
健
康
の

確
保
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案（
参
第

五
四
号
）

︱

︱

可

決

（
二八、一二、
七）

可

決

（
二八、一二、
九）

第百九十七回

厚
生
労
働 

委

員

会

三〇、一二、
六
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な

提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案（
参
第
七
四
号
）

︱

︱

可

決

（
三〇、一二、
八）

可

決

（
三〇、一二、一〇）

同

健
康
寿
命
の
延
伸
等
を
図
る
た
め
の
脳

卒
中
、
心
臓
病
そ
の
他
の
循
環
器
病
に

係
る
対
策
に
関
す
る
基
本
法
案（
参
第

七
五
号
）

︱

︱

同

同

第百九十八回

文
教
科
学 

委

員

会
令
和元、

六、一八
視
覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備
の

推
進
に
関
す
る
法
律
案（
参
第
三
二
号
）

︱

︱

可

決

（
元
、
六、一九）

可

決

（
元
、
六、二一）

厚
生
労
働 

委

員

会

元
、
五、三〇
自
殺
対
策
の
総
合
的
か
つ
効
果
的
な
実

施
に
資
す
る
た
め
の
調
査
研
究
及
び
そ

の
成
果
の
活
用
等
の
推
進
に
関
す
る
法

律
案（
参
第
二
七
号
）

︱

︱

可

決

（
元
、
五、三一）

可

決

（
元
、
六、
六）

三
一
二



国
会
回
次

提

出

委

員

会

提

出

年
月
日

法

律

案

法
律
施
行
に

要
す
る
経
費

法
第
五
七
条
の
三

に
よ
り
内
閣
の
意

見
を
述
べ
た
者

参
議
院
議
決

（
年
月
日
）

衆
議
院
議
決

（
年
月
日
）

第百八十九回

農
林
水
産 

委

員

会

二七、
四、
七
都
市
農
業
振
興
基
本
法
案（
参
第
五
号
）

︱

︱

可

決

（
二七、
四、
九）

可

決

（
二七、
四、一六）

第百九十回

厚
生
労
働 

委

員

会

二八、
二、一八
自
殺
対
策
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案（
参
第
一
号
）

︱

︱

可

決

（
二八、
二、二四）

可

決

（
二八、
三、二二）

第百九十二回

内

閣 

委

員

会

二八、一一、一七
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
参
第
五
一
号
）

︱

︱

可

決

（
二八、一一、一八）

可

決

（
二八、一二、
六）

厚
生
労
働 

委

員

会

二八、一一、一五
が
ん
対
策
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案（
参
第
五
〇
号
）

︱

︱

可

決

（
二八、一一、一六）

可

決

（
二八、一二、
九）

農
林
水
産 

委

員

会

二八、一一、一七
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被

害
の
防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
参
第
五
二
号
）

︱

︱

可

決

（
二八、一一、一八）

可

決

（
二八、一一、二五）

国
土
交
通 

委

員

会

二八、一二、
六
建
設
工
事
従
事
者
の
安
全
及
び
健
康
の

確
保
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案（
参
第

五
四
号
）

︱

︱

可

決

（
二八、一二、
七）

可

決

（
二八、一二、
九）

第百九十七回

厚
生
労
働 

委

員

会

三〇、一二、
六
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な

提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案（
参
第
七
四
号
）

︱

︱

可

決

（
三〇、一二、
八）

可

決

（
三〇、一二、一〇）

同

健
康
寿
命
の
延
伸
等
を
図
る
た
め
の
脳

卒
中
、
心
臓
病
そ
の
他
の
循
環
器
病
に

係
る
対
策
に
関
す
る
基
本
法
案（
参
第

七
五
号
）

︱

︱

同

同

第百九十八回

文
教
科
学 

委

員

会
令
和元、

六、一八
視
覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備
の

推
進
に
関
す
る
法
律
案（
参
第
三
二
号
）

︱

︱

可

決

（
元
、
六、一九）

可

決

（
元
、
六、二一）

厚
生
労
働 

委

員

会

元
、
五、三〇
自
殺
対
策
の
総
合
的
か
つ
効
果
的
な
実

施
に
資
す
る
た
め
の
調
査
研
究
及
び
そ

の
成
果
の
活
用
等
の
推
進
に
関
す
る
法

律
案（
参
第
二
七
号
）

︱

︱

可

決

（
元
、
五、三一）

可

決

（
元
、
六、
六）

三
一
三

六
　
委
員
会
・
調
査
会
提
出
法
律
案
一
覧
表



国
会
回
次

提

出

委

員

会

提

出

年
月
日

法

律

案

法
律
施
行
に

要
す
る
経
費

法
第
五
七
条
の
三

に
よ
り
内
閣
の
意

見
を
述
べ
た
者

参
議
院
議
決

（
年
月
日
）

衆
議
院
議
決

（
年
月
日
）

第百九十八回

厚
生
労
働 

委

員

会

元
、
五、三〇
死
因
究
明
等
推
進
基
本
法
案（
参
第
二

八
号
）

︱

︱

可

決

（
元
、
五、三一）

可

決

（
元
、
六、
六）

第二百回

農
林
水
産 

委

員

会

元
、一一、二八
商
業
捕
鯨
の
実
施
等
の
た
め
の
鯨
類
科

学
調
査
の
実
施
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案（
参
第
一
六
号
）

︱

︱

可

決

（
元
、一一、二九）

可

決

（
元
、一二、
五）

第二百四回

内

閣 

委

員

会

三、
六、
八
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案（
参
第
三
四
号
）

︱

︱

可

決

（
三、
六、
九）

可

決

（
三、
六、一〇）

第二百八回

厚
生
労
働 

委

員

会

四、
四、一二
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援

に
関
す
る
法
律
案（
参
第
七
号
）

約
四
十
三
億

円

厚
生
労
働
大
臣

後
藤
茂
之
君

可

決

（
四、
四、一三）

可

決

（
四、
五、一九）

同

障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用

並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る
施
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律
案（
参
第
八
号
）

︱

︱

同

同

三
一
四



国
会
回
次

提

出

委

員

会

提

出

年
月
日

法

律

案

法
律
施
行
に

要
す
る
経
費

法
第
五
七
条
の
三

に
よ
り
内
閣
の
意

見
を
述
べ
た
者

参
議
院
議
決

（
年
月
日
）

衆
議
院
議
決

（
年
月
日
）

第百九十八回

厚
生
労
働 

委

員

会

元
、
五、三〇
死
因
究
明
等
推
進
基
本
法
案（
参
第
二

八
号
）

︱

︱

可

決

（
元
、
五、三一）

可

決

（
元
、
六、
六）

第二百回

農
林
水
産 

委

員

会

元
、一一、二八
商
業
捕
鯨
の
実
施
等
の
た
め
の
鯨
類
科

学
調
査
の
実
施
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案（
参
第
一
六
号
）

︱

︱

可

決

（
元
、一一、二九）

可

決

（
元
、一二、
五）

第二百四回

内

閣 

委

員

会

三、
六、
八
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案（
参
第
三
四
号
）

︱

︱

可

決

（
三、
六、
九）

可

決

（
三、
六、一〇）

第二百八回

厚
生
労
働 

委

員

会

四、
四、一二
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援

に
関
す
る
法
律
案（
参
第
七
号
）

約
四
十
三
億

円

厚
生
労
働
大
臣

後
藤
茂
之
君

可

決

（
四、
四、一三）

可

決

（
四、
五、一九）

同

障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用

並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る
施
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律
案（
参
第
八
号
）

︱

︱

同

同

㈡

調
査
会
提
出
の
法
律
案

国
会

回
次

提

出

調

査

会

提

出

年
月
日

法

律

案

法
律
施
行
に

要
す
る
経
費

法
第
五
四
条
の
四

に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
五
七
条
の

三
に
よ
り
内
閣
の

意
見
を
述
べ
た
者

参
議
院
議
決

（
年
月
日
）

衆
議
院
議
決

（
年
月
日
）

回二十三百第

国
民
生
活

に
関
す
る

調

査

会
平
成七、

六、
二
高
齢
社
会
対
策
基
本
法
案（
参
第
六
号
）

︱

︱

可

決

（
七、
六、
五）

（
可

決

第
百
三
十

四
回
国
会

七、一一、
八）

継
続
審
査

（
可

決

第
百
三
十

四
回
国
会

七、一一、
七）

回一十五百第

共
生
社
会

に
関
す
る

調

査

会

一三、
四、
二
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害

者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
案（
参
第
一

六
号
）

約
十
億
円

厚
生
労
働
大
臣

坂
口

力
君

可

決

（
一三、
四、
四）

可

決

（
一三、
四、
六）

回九十五百第

同

一六、
三、二五
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害

者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案（
参
第
一
三
号
）

︱

︱

可

決

（
一六、
三、二六）

可

決

（
一六、
五、二七）

三
一
五

六
　
委
員
会
・
調
査
会
提
出
法
律
案
一
覧
表


